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理 科 学 習 指 導 案

平成１９年１０月２６日（金）６校時

指導学級 第 1 学年１組

指 導 者 教諭 中澤堅一郎

１ 単元名 「光の世界」

２ 単元の目標

光の反射や屈折の実験を行い，光が鏡や水，ガラスなどの物質の境界面で反射，屈折するときの

規則性を理解するとともに，凸レンズのはたらきについての実験を通して，物体の位置と像の位置

および像の大きさとの関係を見いだし，これらのことを日常生活と関連づけて科学的に考察しよう

とする意欲と態度を養うようにする。

３ 単元の評価規準

【自然事象への関心・意欲・態度】

・鏡やガラスによる光の反射・屈折や凸レンズのはたらきを調べる観察・実験などを通して，光

についての事象に関心をもち，それらの事象を日常生活と関連づけて考察しようとする。

【科学的な思考】

・鏡やガラスによる光の反射・屈折や凸レンズのはたらきを調べる方法を考え，観察・実験など

を行い，光の規則性や鏡，凸レンズによる像ができる理由を見いだすことができる。

【観察・実験の技能・表現】

・鏡やガラスによる光の反射・屈折や凸レンズのはたらきを調べる観察・実験などを行い，基礎

操作を習得するとともに記録のしかたなどを身につけ，自らの考えを加えた観察・実験のレポ

ートを作成し，発表することができる。

【自然事象についての知識・理解】

・観察・実験などをとおして，光の反射・屈折や凸レンズのはたらきなど基本的な概念や原理・

法則を理解し，知識を身につける。

４ 指導にあたって

（１）単元について

本単元は，１分野の学習の導入としての単元であり，ここで本格的な実験に初めて取り組むこ

とになる。その意味で本単元は，生徒の理科への学習意欲を高めるという重要な役割を持ってい

る。

光に関しては，小学校第３学年において「鏡などを使い日光を集めたり反射させたりできるこ

と」，「物に日光を当てると，物の明るさや暖かさが変わること」を学習しているが，反射や屈折

の角度の規則性や，物の見え方と光の進み方の関連性などは，本単元で初めてふれる内容となる。

本単元では，「光」といった日常生活とかかわりが深く，五感で直接体験できる物理現象を取り

上げる。自然に直接ふれる楽しさを観察・実験を通して体験させ，自然に対する興味・関心を高

め，身近な自然事象を意欲的に調べる能力や態度の育成を図ることができる題材である。しかし，

目的意識を持って観察・実験に取り組ませるようにしないと，単に光の反射や屈折といった規則

性を理解するだけで終わってしまい，観察・実験から見いだした光の性質を日常生活の中での物

の見え方や像のでき方と関連づけて考察することが希薄になりがちな題材でもある。
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（２）生徒の実態

理科の学習には，興味を持って意欲的に取り組んでいる生徒が多く，話す・聞く・作業するな

どのけじめをつけるといった基本的な学習習慣も身に付いている。ただ，理科に対する得意・不

得意の意識の差が大きく，教師の発問に対しては，積極的に自分の考えを発表しようとする生徒

とそうでない生徒が分かれつつある。特に，論理的に考えることを苦手としている生徒が多く，

自信を持って自分の考えを発表できない原因のひとつとなっている。

「光の学習に関するプレテスト」の結果（別紙１，２）によると，鏡や虫眼鏡を使って光を反

射させたり集めたりできることは知っていても，光が直進することを意識的にとらえている生徒

は少ない。また，「見える」ことと光の直進性とが，どのように関係しているかを理解していない

ため，ほとんどの生徒が，窓からの視野の広さや鏡で見える視野の広さを正確に指摘することが

できない。鏡や虫眼鏡を使った実験については，小学校で虫眼鏡を使い紙を燃やす体験などして

いるはずであるが，凸レンズによる光（熱）の集束を理解している割合が，４～６割にとどまっ

ている。鏡の見え方では，鏡より広い範囲が見えるということは体験的に知ってはいるが，光の

反射の法則や鏡による像の見え方については，ほとんどの生徒が理解していない。

（３）指導にあたって

①校内研究主題との関連から

本年度の校内研究主題は，「基礎・基本を重視した指導法の工夫 －学ぶ喜びを実感できる授業

を目指して－」であり，それを受けて理科の研究主題を「生徒相互の学び合いを通し論理的に考

える力を深める指導法の工夫」と設定した。また，主題追究のために，以下の手だてを中心に実

践に取り組んでいる。

①学習に集中するための学習習慣の定着化（聞く，話し合う，操作する，発表するなどの区別）

②小集団（グループ）での話し合い活動を中心とした考察や表現力の育成

③直接体験（少人数グループによる観察・実験等）の重視

④自然事象の理解を支援するためのＩＣＴ活用

本単元は，光という身近かつ直接体験できる物理現象の学習であり，できる限り少人数での実

験を行いたい。また，探究のプロセスを重視した学習活動となるよう，小集団での話し合い活動

をできるだけ取り入れ，疑問追究のための意欲喚起や考察の深まりに結びつけていきたい。さら

に，物体から発する光の道筋は通常見ることはできないので，光の道筋を具体的にイメージ化す

るための実験教材やデジタルコンテンツを作成し，授業で活用していきたい。

②基礎学力の共同研究「検証改善委員会」提案授業の立場から

平成１９年度仙台市標準学力検査の分析結果により，第１学年理科の学習内容のうち「凸レン

ズのはたらき」が，指導法の工夫改善が必要であることが明らかになった。特に「実験結果の表

を見て，物体の位置と像ができるスクリーンの位置との関係，および物体の位置とスクリーンに

できる像の大きさの関係を見つけることができる」というねらいが達成されているかどうかを確

かめる問題の正答率が２６．８％（期待正答率４０．０％）と低い値を示している。検証改善委

員会では，指導改善のためには，コンピュータのシミュレーションソフトなどを利用して，光源

を移動させたときの光の集まる点の位置や，それに伴う像の位置および大きさの変化を動的に見

せることが効果的であると考えた。さらに，「凸レンズによる像ができるしくみ」を実験を通して

明らかにし，作図の根拠を明確にすることが，学習内容の定着につながると考えた。
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５ 単元の指導計画

「第１学年理科指導計画『光の世界』」（別紙３）を参照

６ 本時の学習

（１）題材名「凸レンズによって像ができるのはなぜか」

（２）本時の目標

①凸レンズによる光の進み方を調べる実験を進んで行い，なぜ凸レンズによって実像ができるのか

を意欲的に探究しようとする。【関心・意欲・態度】

②凸レンズによる実像のでき方を，光の進み方と関連して説明することができる。【科学的な思考】

（３）本時の指導にあたって

凸レンズによる像の学習では，初めに像のでき方の規則性を実験を通して気づかせ，次に物体

（光源）からの光線の作図によって像のできる位置や大きさの変化を理解させることが多い。し

かし，実際には物体（光源）からの光がどのように進むのかを直接，目で見ることはできないた

め，作図方法がわかっても，なぜ凸レンズによって像ができるのかといった本質的な理解が深ま

りにくい。

そこで，物体（光源）から発する光を光源装置を使って視覚化し，凸レンズを通った後の光の

進み方を観察させることで，光源からの光が集束するところに像（実像）ができることを視覚的

に理解させたい。また，物体（光源）の位置により光の集束する位置が変わることから，実像が

倒立になる理由に気づかせる。さらに，他のグループの実験結果との比較から，物体（光源）と

凸レンズの距離が変わると像の位置や大きさが変化するという仮説を導き，検証させることで学

習への意欲を高めさせたい。

（４）学習過程

段階 学習活動 予想される生徒の反応 学習形態 指導上の留意点 評価

１．理科室の窓に設置した凸レンズを使い 一斉 ・暗幕を閉め暗い状況で観察する。

導入 外の風景がスクリーンに映ることを知る 演示実験 ・スクリーンの位置を変えると像がぼ

やけることにも気づかせる。

10分

２．電球やLED光源でも凸レンズを使うと 一斉 ・スクリーンに映ったものを実像と呼

倒立の実像がができることを知る。 演示実験 ぶことを説明する。

・光源と実像の向きに注意させる。

・実験のようすを図にまとめさせる。

＜今日の学習課題＞

「凸レンズによって実像ができるのはなぜか」
展開 ３．物体（光源）から出た光の進み方を予 一斉発表 ・予想した光の道筋をワークシートに 【発表・記入】

想し，発表する。 記入させ，課題解決への意欲を持 ①関心・意欲・

30分 ・凸レンズの焦点に集まるのではない たせる。 態度

か。 ・光の道筋には矢印を付けさせる。

・スクリーンに集まるのではないか。

４．１点から出た光が凸レンズを通ってど グループ ・LED光源による演示実験のモデル 【観察】

のように進むのかをモデル実験で検証 実験 を記したワークシートの上に，平凸 ①関心・意欲・

し，実像との関係を考察，発表する。 レンズを置き，豆電球を光源として 態度

拡散光がどのように進むか観察さ
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せ，記録させる。（Ａ点のみ）

・ミニスクリーンに光源からの光を当

て，光の集束のようすを感じ取らせ

る。

・凸レンズを通った光は１カ所に集まる ・発表では，実物投影機で実験結果 【発表・記入】

ように進み，その後広がっていく。 を提示しながら説明させる。 ②科学的思考

・光の集まる所に実像ができるのではな

いか。

５．光源の位置を変えて光の進み方およ グループ ・Ｂ～Ｄ点に光源を置き確かめさせる 【観察】

び光の集まる点を調べ，実験結果から 実験 ・グループにより，光源から凸レンズ ①関心・意欲・

実像のでき方について考察し，発表す までの距離を変えて確かめさせる。 態度

る。 ・ワークシートにどのような実像がで

きるか考え，記入させる。

・机間巡視により多様な意見を発表

させるように指名を配慮する。

・発表では，実物投影機で実験結果

を提示しながら説明させる。

・光の集まる場所は，光源の位置によっ 【発表・記入】

て変わり，図の上からの光は下の方に ②科学的思考

集まる。

・光源と光の集まる点が上下さかさまの

関係なので，実像は反対向き（倒立）

になる。

６．各グループの実験結果を比較し，光 一斉発表 ・実物投影機を使って，条件の違うグ 【発表・記入】

源から凸レンズまでの距離の違いによ ループの実験結果を比較しながら ②科学的思考

って，光の集まり方や実像のでき方にど 考えられるようにする。

んな違いがあるかを発表する。

・光源を凸レンズの近づけると像は凸レ

ンズから遠い位置に大きくできる。

・光源を凸レンズの近づけると大きな像

ができる。

７．光源の位置を変えて，像のでき方の予 演示実験 ・光の進み方を知ることで像のできる

想が正しいか実際に確かめてみる。 位置や大きさを予想できることに気

づかせる。

集結 ８．シミュレーションソフトを見ながら，今日 一斉 ・拡散光は無数の光線の集まりであ

の学習内容を振り返る。 ることを説明する。

10分 ・凸レンズを通るときの光の屈折のし

かたに興味を持たせ，次時の学習

への意欲を持たせる。

Ａ点

Ｂ点

Ａ点

Ｂ点

光源が凸レンズに近い場合

光源が凸レンズから遠い場合

Ａ

Ａ’
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（５）評価の観点

①凸レンズによる光の進み方を調べる実験を進んで行い，なぜ凸レンズによって実像ができるのか

を意欲的に探究しようとしたか。【関心・意欲・態度】

②凸レンズによる実像のでき方を，光の進み方と関連して説明することができたか。【科学的な思考】

（６）支援を要する生徒への補充的な指導

対象の生徒 支援（指導）内容

凸レンズによる光の進み方を調べ ・実験の目的を確認させ，実験中は班の級友と協力して実験に

る実験を進んで行おうとしていな 取り組むように励ます。

い生徒

凸レンズによる実像のでき方を， ・光源の各点（Ａ点，Ｂ点等）から出た光が，凸レンズを通っ

光の進み方と関連して説明できな て集まる位置の違いに注目させ，そこに倒立の像ができるこ

い生徒 とに気づかせるようにする。

・級友の発表や教師の解説を参考にしながら，自分の言葉で考

えをまとめるよう助言する。

（７）ワークシート

※班別に，光源の位置を変えた２種類のワークシートを用意する。（別紙４）
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別紙１ 理科研究授業プレテスト問題

（ ）番 氏名（ ）

１．次の（ ）にあてはまる言葉を入れなさい。

① 光は何もないところでは（ ）する。

② 鏡を使うと，光を（ ）ことができる。また，鏡や虫眼鏡を使うと，

光を（ ）ことができる。

２．鏡や虫眼鏡を使って，下図のようにして日光を集めた。それぞれの一番明るいところ

はどこですか。記号で答えなさい。

また，温度がいちばん高くなるところはそれぞれどこですか。

回答らん

鏡 虫眼鏡

いちばん

明るいところ

いちばん

温度が高いところ

３．今，Ａさんが下の図のように窓から外にあるカンバンを見ている。Ａさんはカンバン

の文字（なかけん商店）のうち，どの文字を見ることができるでしょうか。

Ａさんから見えると思う字を○でかこみなさい。

な

か

け

ん

商

店

Ａさん

カ
ン
バ
ン

家の中 外
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４－１．下の図はＢ～Ｆ君の５人と鏡の位置を平面上にあらわしたものです。Ｂ君が鏡を

のぞいたとき，Ｃ君～Ｆ君のだれが鏡に映って見えるでしょうか。Ｂ君から見えると思

う人をすべてあげなさい。

回答らん

４－２．上の図で，逆にＣ君～Ｆ君が鏡を見たとき，鏡の中にＢ君は映ってみえるのは誰

でしょうか。鏡にＢ君が映って見えると思う人をすべてあげなさい。

回答らん

５．Ｍ君が右の図のように鏡の前に立ったら，自分の姿が鏡に

映りませんでした。Ｍ君の位置を変えないで，鏡の中に自分

の姿を映すようにするには，どうしたらよいでしょうか。

回答らん

Ｂ君 Ｃ君 Ｄ君 Ｅ君 Ｆ君

鏡

壁

Ｍ君

鏡



別紙２

問題１

回答→ 直進 反射 発光 明るく 無回答

光は何もないところでは（ ）
する

0 2 4 1 16 23

回答→
反射さ
せる

集める 見る 映す あやつる 無回答

鏡を使うと光を（ ）ことができ
る

18 1 1 1 1 1 23

回答→ 集める
吸収す

る
大きくす

る
通す 無回答

鏡や虫眼鏡を使うと光を（ ）
ことができる

16 2 1 1 3 23

問題２
回答→ ア イ ウ 無回答

鏡で明るいところ 4 15 3 1 23
鏡で温度が高いところ 2 18 1 2 23

回答→ エ オ カ 無回答
虫眼鏡で明るいところ 10 1 11 1 23
虫眼鏡で温度が高いところ 15 3 3 2 23

問題３

回答→ か・け
な・か・
け

か・け・
ん

な・か け その他

窓から見える文字は 11 3 3 1 1 4 23

問題４

回答→ Ｄ君 Ｃ，Ｄ君 Ｄ，Ｅ君
Ｃ，Ｄ，Ｅ

君
Ｂ，Ｃ，Ｄ

君
Ｃ，Ｆ君

Ｂ，Ｅ，Ｆ
君

Ｂ君から鏡に見える人 3 4 3 9 2 1 1 23

回答→ Ｄ君 Ｃ，Ｄ君 Ｄ，Ｅ君 Ｅ，Ｆ君
Ｄ，Ｅ，Ｆ

君
Ｃ，Ｄ，Ｅ

君
Ｂ，Ｄ，Ｅ

君

鏡の中にＢ君が映って見える
人

2 4 9 3 1 3 1 23

同回答 異回答
４－１と４－２の回答の比較 8 15 23

問題５

回答→
鏡の角
度を変え

鏡を動
かす

鏡を大き
くする

鏡を前に
置く

その他

自分の位置を変えずに鏡に姿
を映す方法は

19 1 1 1 2

「光の学習に関するプレテスト」の結果 【広陵中１年１組２３名】
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別紙３ 第１学年理科指導計画 『光の世界』／［９時間扱い］

題 材 主な学習内容（課題・活動） 時数 指導上の工夫・留意点 評価規準

１ものが見えるのはどうしてか 物体からの光が目に届いて見えて １ ・視野と光の直進性の関係を光源装置を使っ ・物体が見えるときには，光源からの光や反
（１時間） いることを知る。 た実験で確かめさせる。 射した光が目に入っていることを説明でき

光は直進することと見えることの ・白色以外の照明を使って物の見え方が変わ る。（知識・理解）
関係をモデル実験から見いだす。 ることに気づかせる。

２光は鏡に当たるとどのように 全身を映すのに必要な鏡の大きさ １ ・身長や鏡からの距離によって鏡の大きさが ・光の現象に関して関心を持ち，進んで学習
反射するか を予想し，確かめる。 変化するか予想させ，課題を持って実験に しようとする。（関心・意欲・態度）

（３時間） 取り組ませる。 ・全身を映すには身長の半分の鏡が必要なこ
とを説明できる。（知識・理解）

全身からの光は，鏡でどのように １ ・自分の持っているイメージを図に表現させ，・身長の１／２の鏡の大きさで全身を映せる
反射して目にはいるのかを調べ， 他の生徒の考えや実験結果と比較させるこ 理由を，光の進み方から説明することがで
鏡が半分で良いわけを見いだす。 とで論理的な思考を支援する。 きる。（科学的思考）

鏡に映った物体と像の位置関係を １ ・前時の実験で気づいた鏡に映る光の道筋を ・鏡による像の位置について，線対称の位置
光の道筋や鏡の裏に置いた物体を 生かして，鏡の中のどの位置から光が出て にあることを光の道筋から見いだすことが
使って探究する。 いるように見えるかを考えさせる。 できる。（科学的思考）

３光は水面に当たるとどのよう 茶碗の底に硬貨を置き，水を入れ １ ・考えた予想をもとに，水の中に入れた定規 ・光が屈折して起こる現象について，進んで
に進むか た場合と入れない場合の硬貨の見 が短く見えることを説明できるか考えさせ 調べようとする。（関心・意欲・態度）

（２時間） え方から，水中から出る光の道筋 る。
を予想する。

水やガラスを用いて，空気との境 １ ・光が空気中から水中に入る場合と水中から ・光の屈折について調べ，結果を正しくまと
界面で光が屈折することや全反射 空気中に出る場合では，逆進性があること めることができる。（技能・表現）
することを調べ，屈折のきまりに に気づかせる。 ・光の屈折による物体の見え方を，光の進み
ついてまとめる。 方と関連づけて説明することができる。（科

学的思考）

４虫眼鏡に凸レンズを使うのは 凸レンズを用いて実像ができるこ １ ・光源装置を用いて，光源の各点から凸レン ・凸レンズによる実像のでき方を，光の進み
なぜか とを知る。 （本時） ズに光を当てると，それぞれ一点に光が集 方と関連して説明することができる。（科

（３時間） 実像ができる理由を，光源から発 まることに気づかせる。 学的思考）
せられる光線を観察することで明 ・光源の位置を変えると光が集まる点が変化
らかにする。 することや，それによって実像が倒立にな

ること，実像の大きさや位置が変わること
に気づかせる。

光源からの光が凸レンズでどのよ １ ・凸レンズに様々な角度で光線を当て，特徴 ・凸レンズを通る光の進み方についての規則
うに屈折するかを実験を通して確 的な進み方をする光を見つけ出させる。 性を見いだすことができる（科学的思考）
かめる。 ・シミュレーションソフトを活用し，光の進 ・光線の作図により実像のできる位置や大き
屈折の規則性から，光の作図を行 み方と像の変化のようすを動的にとらえさ さを求めることができる。（技能・表現）
い，実像のできる位置や大きさを せる。
求める。

実像ができない条件では，虚像が １ ・凸レンズの焦点距離内に置いた物体はレン ・実像ができない条件では，虚像のできるこ
見えることを確かめる。 ズの反対側から大きく見えることを観察さ とを説明できる。（知識・理解）
虚像が見える理由を光源からの光 せる。 ・虚像が見える理由を光の道筋から見いだす
線の屈折によって説明する。 ・虚像が見える理由を実験と作図から考えさ ことができる。（科学的思考）

せる。



４－１．凸レンズによって実像ができるのはなぜか？

理科ワークシート 広陵中 １学年理科

１年 番 氏名

１．先生の実験を見て，わかったことを記録しよう。

２．光源から出た光は，凸レンズを通ってどのように進むのだろうか？（予想）

３．実験で，光源からの光の進み方を確かめてみよう。
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５．各グループの結果をくらべると，光源の位置によって実像のできる位置や

大きさにどんな違いがあらわれると考えられるだろうか。
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４．実験結果から，光の進み方や

実像のでき方についてわかった

ことを班で話しあい，まとめよう。

今日の学習の感想や反省
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